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2022・７・20 

通信 Ｎｏ １６９２ 

≪次回７月 27日の練習 ６時～８時半≫   小坂先生 二宮先生 

  ・わが想いわが詩・向こうの小川で・モルダウ・ワクワク 

（3部全ての楽譜を持参ください） 吉野町市民プラザホール 

 

 

   

 

≪本日の練習 ６時～８時半≫ 清水先生 小坂先生  

・モルダウ ・ワクワク  （1部全ての楽譜を持参ください） へ
ち
ま
⓵ 

企画選曲委員会 ７月 27日（水） ３時 00分～５時 00分  県民サポートセンター 708号 

運営委員会   ８月３日（水） ２時 30分～５時 00分   県民サポートセンター 705号   

  ～記憶の上書き（私が知っているよ♪）～         菅野明子 

先日の「道通信」に姉の小田原時代の思い出が載った。姉妹で同じ経験をしていても覚え

ていることが違っている事を改めて感じさせられて面白かった。 

NHKのラジオ歌謡に入選した歌のことはよく覚えている。この時の 1位の歌が “ふるさと

の街やかれ・・・″で知られている「原爆を許すまじ」だった。私たちが歌っていたのは確

か 3位だったと思う。題名は「原水爆反対の歌」だったのか記憶が曖昧だが、かなり直接的

だったので、やわらかく感じられる題名の「原爆を許すまじ」の方がいいなと感じていた。

しかし曲は行進曲で歌いやすく歌詞は 2番まではっきりと覚えている。 

１， 大空にこだます歌は 海原をこえて響くよ 

限りなき怒り
い か り

をこめて 百万の祈りをこめて 

忘するるな 広島の声 語り継げ長崎の声 

ああ告げむ 世界の友に 

２， 美しき山河のほとり 父母の永遠
と わ

の願いは 

戦いに再び行くな 炎もて殺すな人を 

原爆に懲
こ

らしにたれば 水爆を互いに捨てよ 

ああ今ぞ我ら立つとき 

歌詞を改めて思い出すと時代が感じられる。 

後年高校を卒業して去る会社の面接に臨んだ時、担当者が小田原出身で小田原銀座のことな

どを聞かれた。近所のお店のことなどを話し、楽しかった思い出のこの歌に触れた。 

その後、採用通知が来ることはなかった。 

 

 

 

 


